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個別最適な学びと協働的な学びの充実を図る鉄棒運動の授業 

 

 

合田 大輔・阿部 直紀・高田 光代・信原 智之 

藤田 歩 ・藤村 繰美・椎原 素哉・藤井 華香 

 

 個別最適な学びと協働的な学びの充実を図ることで，鉄棒が得意な生徒も得意ではない生徒も鉄棒運動

を楽しむことができる授業をめざした。単元の構成や授業展開を工夫するとともに，ICT を活用しながら

授業を展開することで，生徒たちは技のポイントやコツなどの理解を深め，自己の課題に気づき，友達と

教え合い学び合いをしながら鉄棒の技能を高めることができ，そして鉄棒への愛好度も高めることができ

た。今回の実証的授業を通して，ICT の活用は，「学習の個性化」や「指導の個別化」を図ることに有用

であり，それらが個別最適な学びの充実につながることや，個別最適な学びを充実させることが協働的な

学びを充実させることにつながっていることがわかった。 

 

１．はじめに 

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全て

の子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協

働的な学びの実現～」（中央教育審議会答申，2021）の

中で，めざすべき新しい時代の学校教育の姿として全て

の子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的

な学びの実現について提言された。また，「学習指導要

領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実に関する参考資料」（文部科学省初等中

等教育局教育課程課，2021）の中で，個別最適な学びに

ついては，「指導の個別化」と「学習の個性化」に整理

されている。「指導の個別化」としては，教師が支援の

必要な子供に，より重点的な指導を行うことなどで効果

的な指導を実現することや，子供一人一人の特性や学習

進度，学習到達度等に応じ，指導方法・教材や学習時間

等の柔軟な提供・設定を行うことの必要性が述べられて

いる。「学習の個性化」としては，子供の興味・関心・

キャリア形成の方向性等に応じ，教師が子供一人一人に

応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供するこ

とで，子供自身の学習が最適となるよう調整する必要性

が述べられている。さらに，実際の学校における授業づ

くりにあたっては，個別最適な学びと協働的な学びの要

素が組み合わさって実現されていくことが多く，個別最

適な学びの成果を協働的な学びに生かし，更にその成果

を個別最適な学びに還元するなど，個別最適な学びと協

働的な学びを一体的に充実していくことの重要性も述べ

られている。加えて，ICT を活用した新たな教材や学習

活動なども積極的に取り入れて実現される新しい学習活

動は，個別最適な学びや協働的な学びの充実に効果を上

げていることも述べられている。このような答申の内容

を参考にしつつ，鉄棒運動の授業実践について考えてい

くこととした。 

鉄棒運動は，繰り返し技に挑戦する中で合理的な動き

方のポイントがわかるようになったり，できるようにな

ったりしていく。さらに，同じ系統の技には共通性があ

るため，技の系統性や共通する体の使い方を考えること

で，合理的な動き方のポイントについての理解を深める

ことができる運動である。また，鉄棒運動は粘り強く技

の練習に取り組む中で，自身の成長を実感することがで

き，友達と協力しながら技ができるようになっていく過

程で味わう楽しさや喜び，達成感は格別であり，授業で

取り扱う教材として，とても魅力がある教材であると考

える。このような鉄棒運動の特性がある一方で，生徒の

実情に目を向けると，鉄棒運動に対して好意的ではなか

ったり，苦手意識をもっていたりする生徒は一定数みら

れる。また，鉄棒運動のレディネスには個人差があるた

め，全体で共通の技に取り組む中でも個々に応じた課題

が存在することになる。以上を踏まえると，鉄棒運動の

授業では，「指導の個別化」や「学習の個性化」を図り

ながら授業を行う必然性があるといえる。そのため，教

師側は単元の構成や授業展開を工夫しながら個に応じた

指導の充実を図り，生徒一人一人が個別最適な学びに取

り組めるようにすることが大切になってくる。さらに，

１人で練習に取り組むだけでなく友達と協力しながら運

動観察や練習に取り組んだり，ICT を効果的に活用しな

がら練習する場面を設定したりするなど協働的な学びの

充実を図ることも大切になってくる。このように，個別

最適な学びと協働的な学びをそれぞれ充実させながら授

業を展開することで，よりよい鉄棒運動の授業実践につ

ながるのではないかと考えた。 

 

２．研究の目的と方法 
２．１ 研究の目的 

これまでの自身の授業実践を振り返ると，友達と協力
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しながら技ができるようになる過程を経験させること

で，先述した鉄棒運動の特性や楽しさをある程度は味わ

わせることはできていたと感じている。また，時間差再

生などの機器を活用して自分や友達の運動観察から課題

を把握する場面を設定することで，一定の成果をあげる

ことができていたと考えている。一方で，単元を終えて

も鉄棒の技ができないから楽しくない，技のポイントが

わからないから鉄棒をしたくないという生徒が一定数み

られていた。 

そこで，今回の研究では，これまでの自身の授業実践

と先述した中央教育審議会答申や文部科学省初等中等教

育局教育課程課の参考資料の内容を踏まえ，単元構成や

授業展開を工夫した実証的授業を行い，その効果と授業

展開の在り方について検証することを目的とする。 

 

２．２ 研究の方法 

２．２．１ 期日と対象 

2022 年 10 月初旬から 12 月中旬にかけて，広島大学附

属福山高校第２学年の男子生徒 78 人（ＡＢ組 39 名講座，

ＣＤ組 39 名講座）を対象に実証的授業を行った。 

 

２．２．２ 実証的授業の概要 

実証的授業では，「指導の個別化」や「学習の個性化」

を図りながら，技の系統性や共通する体の使い方やコツ

がわかる場面を意識的に作る。また，ICT として Google

ドライブやタブレットなどを活用しながら授業を展開す

ることで，自分や友達と協力しながら技ができるように

なる過程を味わえるようにする。このようにして，個別

最適な学びと協働的な学びの充実を図ることで，鉄棒が

得意な生徒も得意ではない生徒も鉄棒運動を楽しむこと

ができる授業をめざす。なお，授業は，５人グループを

作り，各グループにタブレット１台を貸与して行った。 

 

２．２．３ 分析方法 

 実証的授業を，以下の２点から分析し，授業の効果と

授業展開の在り方について検証を行う。 

①プレリサーチとポストリサーチから鉄棒への愛好度の

変容と技能の習熟について，それぞれ分析し実証的授

業の効果について分析する。 

②生徒が授業中に作成した成果物とポストリサーチで調

査した授業の感想や Google ドライブやタブレットな

どの ICT を活用したことについての自由記述などから

授業の効果と授業展開の在り方について検証する。 

なお，自由記述で得られたテキストデータの分析は，

UserLocal 社のテキストマイニングツールを使用し，出

現頻度順や共起回数の関係などについて分析することで

考察に活用することとした。 

３．単元計画と授業の実際 
３．１．1 プレリサーチより 

 夏休みに Google のフォームをつかって，小学校・中学

校時の鉄棒の授業経験，鉄棒の愛好度，鉄棒ができるよ

うになるために必要なことや技の自己評価についてのプ

レリサーチを行った。その結果を下記に記す。 

 鉄棒の授業経験については，小学校時は 92.3％の生徒

が鉄棒の授業経験があるが，校種が上がるにつれて経験

率が下がっており，中学校時は 62.8％の生徒しか鉄棒の

授業をうけておらず，今回久しぶりに鉄棒運動に取り組

む生徒がいることがわかった。（表１） 

鉄棒運動の愛好度については，30.6％の生徒が鉄棒運

動を好意的（とても好き，好き）に捉え，23.1％の生徒

が否定的（嫌い，とても嫌い）に捉え，46.2％の生徒は

どちらでもないと答えており，鉄棒に対して否定的に捉

えている生徒の方が多いことがわかった。（表２）なお，

鉄棒運動を好意的に捉えている生徒は，その理由として

技ができることや鉄棒が苦手ではないこと，体を動かす

感覚をつかむ楽しさやくるくる回る快感，などを答えて

いる。また，鉄棒運動を否定的に捉えている生徒は，そ

の理由として，手が痛くなることや回ることへの恐怖心，

技があまりできないことや手が痛くなることなどを答え

ている。 

 

表１ 鉄棒の授業経験について 

 小学校 中学校 

授業があった 72 人（92.3%） 49 人（62.8%） 

授業がなかった ６人（7.7%） 29 人（37.2%） 

合計 78 人（100.0%） 78 人（100.0%） 

 

表２ 鉄棒の愛好度について（プレリサーチより） 

 人数 割合 

とても好き ５人 6.2% 

好き 19 人 24.4% 

どちらでもない 36 人 46.2% 

嫌い ７人 9.0% 

とても嫌い 11 人 14.1% 

合 計 78 人 100% 

 

鉄棒ができるようになるために必要なことは何ですか

という質問に対しての自由記述を，テキストマイニング

ツールを使って，出現頻度順に分析してまとめたものが

図１と図２である。なお，分析にあたっては，表２にあ

る鉄棒を好意的（とても好き，好き）に捉えている生徒

24名と，否定的（嫌い，とても嫌い）に捉えている生徒

18名に分けてテキストデータをまとめることとした。 

鉄棒運動を好意的に捉えている生徒は，鉄棒を怖がら

ないことや感覚やコツをつかむことが，鉄棒運動ができ

60



 

るために必要と答えている。（図１）鉄棒運動を否定的

に捉えている生徒は，鉄棒運動を好意的に捉えている生

徒と同じように，コツをつかんで技ができるようになる

ことや恐怖心をなくすことが必要と答えているが，鉄棒

運動ができるようになるために必要なことが分からない

と答えているものが２件あった。（図２） 

 

 

図１ 鉄棒運動ができるようになるために必要なこと 

   （鉄棒をとても好き，好きと答えた生徒 24名） 

 

 

図２ 鉄棒ができるようになるために必要なこと 

    （鉄棒を嫌い，とても嫌いと答えた生徒 18 名） 

 

技の自己評価については，逆上がり，前方支持回転，

後方支持回転の３つの技についてプレリサーチを行っ

た。一度でも逆上がりができたことがある生徒は約９割

いたが，前方支持回転や後方支持回転については４割程

度の生徒しかできたことがないと答えていた。 

 

３．１．２ 単元計画 

 指導の個別化や学習の個性化を図り，個別最適な学び

と協働的な学びをそれぞれ充実させるために必要なこと

として，次の３つが重要であると考えた。１つ目は，生

徒の実態や技能の程度を正確に把握するとともに，生徒

の実態に応じて取り扱う技を決定するということであ

る。そうすることで，指導の個別化や学習の個性化をど

のように図っていくのかという方向性が決定されると考

えたからである。２つ目は，生徒一人一人が技のポイン

トや共通する体の使い方に関する理解を深め，自分の課

題や成長を振り返る機会を意図的に設定するということ

である。そうすることで，教師だけでなく生徒自身が何

をすべきなのかを理解することができ，個別最適な学び

の充実につながると考えたからである。３つ目は，友達

と関わりながら技のポイントや共通する体の使い方につ

いて考える機会を意図的に設定するということである。

そうすることで，協働的な学びを充実させ，さらにその

成果を個別最適な学びに還元することができると考えた

からである。なお，単元全体を通して，Google ドライブ

やタブレットなどの ICT を効果的に活用し，個別最適な

学びと協働的な学びをそれぞれ充実させることできるよ

うにした。以上の考えに基づき，実証的授業の単元計画

を作成したものが表３である。 

 

表３ 鉄棒運動の単元計画 

時 学  習  内  容 

１ 
オリエンテーション，学習の進め方，鉄棒運動の歴

史，逆上がり，前方支持回転，後方支持回転の撮影 

２ 運動感覚や身体操作を習得する予備運動の練習 

３ 前方支持回転の練習とポイントの整理 

４ 前方支持回転の練習と関連のある予備運動の整理 

５ 後方支持回転の練習と関連のある予備運動の整理 

６ 
前方支持回転と後方支持回転の２つの技について，

Google スライドを活用し，自分の動画分析 

７ 
膝掛け（振り）上がりの練習とポイントの整理 

技の系統性や共通する体の使い方についての整理 

８ 膝掛け(振り)上がりの練習とポイントの整理 

９ 前方支持回転，後方支持回転，膝掛上がりの練習 

10 
前方支持回転，後方支持回転，膝掛上がりの練習と

連続技に挑戦 

11 
前方支持回転，後方支持回転，膝掛上がりの練習と

連続技に挑戦 鉄棒運動のまとめ（ポストリサーチ） 

 

生徒の実態や技能の程度の把握は，プレリサーチや第

１時の動画撮影を参考に行った。取り扱う主な技として

は，前方支持回転，後方支持回転，膝掛け上がり（膝掛

け振り上がり）の３つとした。これは，プレリサーチか

ら前方支持回転と後方支持回転ができたことがあると答

えた生徒は４割しかおらず，生徒の実態を鑑みて取り扱

うのに適した技と考えたからである。また，膝掛け上が

りについては，前方支持回転や後方支持回転と系統性が

あり，共通する体の使い方を理解することで，技の理解

を深め，体の使い方の習得につながると考えたからであ

る。逆上がりについては，プレリサーチから約９割の生

徒ができたことがあると答えていたことから，今回の実

証的授業では主な技としては取り扱わないこととした。

なお，前方膝掛け回転，後方膝掛け回転，け上がりや連

続技については，参考資料として取り扱うこととした。 

単元計画の具体としては，第１時に逆上がり，前方支 
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持回転，後方支持回転の３つの技の動画を撮影し，生徒

の実態や技能の程度を正確に把握することができるよう

にした。また，撮影した動画をもとに，５人１組の異能

力グループを作った。それぞれのグループにはタブレッ

トを１台貸与するとともに，前方支持回転と後方支持回

転ができる生徒を少なくとも１人は配置するようにする

ようにした。第２時から第５時にかけては，予備運動や

前方支持回転，後方支持回転の練習に取り組むことで，

鉄棒運動に必要な体の使い方の習得，前方支持回転と後

方支持回転のポイントの整理，各自の課題の把握を目的

として授業を行った。第６時には，Google スライドを使

って，第２時から第５時までの学習を振り返り，技のポ

イントや個々の課題を整理する時間を設けた。技のポイ

ントや個々の課題をじっくり整理することは，個別最適

な学びにつながり，それが協働的な学びの充実につなが

ると考えたからである。第７時，第８時は，膝掛け上が

りの練習に取り組みながら，膝掛け上がりと前方支持回

転，後方支持回転に共通する体の使い方について整理し

た。第９時から第 11時にかけては総合練習として，前方

支持回転，後方支持回転，膝掛け上がりの練習に取り組

んだり，連続技に挑戦したりする時間とした。第 11時に

は，鉄棒運動のまとめとポストリサーチを行った。授業

の実際については後述することとする。 

３．１．３ 授業の実際について 

 第１時（表４）は，鉄棒の準備の仕方や安全面につい

ての注意事項を確認し，鉄棒運動の歴史について簡潔に

説明した。また，鉄棒運動の学習のねらいとして，各技

の動き方のポイントや合理的な体の使い方について考え

ながら練習すること，技の系統性を考えながら練習する

こと，友達と協力しながら技のポイントがわかるように

なったりできるようになったりすることを確認した。そ

の後，逆上がり・前方支持回転・後方支持回転の３つの

技について動画撮影を行った。撮影した動画は，Google

ドライブにアップロードし，いつでも視聴することがで

きるようにした。また，撮影した動画をもとに，生徒の

技能の状況（表５）を整理し，第２時以降のグループ分

けを行った。生徒の技能の状況は，プレリサーチの自己

評価では前方支持回転と後方支持回転は４割の生徒がで

きたことがあると答えていたが，前方支持回転は 16.7％

の生徒しかできておらず，後方支持回転も 26.9％の生徒

しかできていないという状況であった（表７）。そのた

め，５人１組の異能力集団でグループを構成し，各グル

ープに前方支持回転と後方支持回転ができる，もしくは

あと少しでできる生徒を少なくとも１人は配置するよう

にした。 

 

表４ 第１時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

○鉄棒準備・集合 

○学習内容について 

・鉄棒運動の歴史について理解する。 

・逆上がり，前方支持回転，後方支持回転の動画撮影。 

・安全に準備ができているか。 

 ネジの止め方，鉄棒のセットの仕方 

・学習内容，鉄棒の歴史について簡潔に説明する。 

展 

開 

○準備運動 

・鉄棒運動で使う部位を中心に伸ばす。 

○集合・動画の撮影について 

・撮影の仕方について理解する。 

・５人につき１台のタブレットで動画を撮影する。 

○動画の撮影 

 ・３つの技の動画を撮影する。 

・教師が準備運動を提示し，伸ばしている部位を意識させ 

ながら行わせる。 

 

・逆上がり，前方支持回転，後方支持回転を示範する。 

・動画の撮影方を説明する。 

・安全に留意して活動できているか。 

ま 

と 

め 

○集合・整理運動 

 ・使った部位を中心に伸ばす。 

○本時の学習の振返り 

○挨拶・片付け 

・伸ばしている部位を意識させる。 

 

・授業の振返りを簡単に行う。 

・安全に留意して片付けができているか。 

 

表５ 第１時に撮影した動画分析による技能の状況 

 逆上がり 前方支持回転 後方支持回転 

できる 68 人（87.2%） 13 人（16.7%） 21 人（26.9%） 

あと少しでできる ４人（ 5.1%） 20 人（25.6%） 12 人（15.4%） 

できない ６人（ 7.7%） 45 人（57.7%） 45 人（57.7%） 

合  計 78 人（100.0%) 78 人（100.0%) 78 人（100.0%) 
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第２時（表６）は，第１時に撮影した動画をもとに異

能力の５人１組のグループを作り，各グループにタブレ

ットを１台ずつ配布した。準備運動の後に，鉄棒運動が

できるようになるために必要な感覚として，自分の体を

支持する感覚，回転する感覚，逆さになる感覚，体を振

る（振動する）感覚などを習得していく必要性があるこ

と説明し，予備運動に取り組んだ。予備運動（図３）に

ついては，Google ドライブに動画をアップし，授業の時

間や授業以外の時間にも見ることができることを説明し

た。その後，逆上がりと関連のある予備運動について考

えさせた。 

授業全体を通じて，タブレットの扱いにまだ慣れてお

らず，ログイン時に Wifi への接続がうまくいかないグル

ープもあり，少し時間をとられる場面も見られるなど，

タブレットを活用する時間が多くかかり，予備運動の練

習をする時間を十分にとることができていないという課

題があった。このような課題については，授業を進めて

いく中で慣れていくものと考えた。 

 

表６ 第２時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備 
○グループ分け・集合 
・班長はタブレットにログインをして準備する。 
○本時の学習内容について 
・様々な予備運動に取り組む。 

・安全に準備ができているか。 
・グループを提示し，グループ毎に集合する。 
 
・学習内容について簡潔に説明する。 

展 
開 

○準備運動 
・鉄棒運動で使う部位を中心に伸ばす。 
○鉄棒運動に必要な感覚について 
○予備運動に挑戦 
・ノートにある予備運動に挑戦する。 
・補助をしながら練習する。 
○逆上がりと関連のある予備運動について 
・逆上がりと関連のある予備運動について考える。  

・伸ばしている部位を意識させる。 
・次時はグループで準備運動を行うことを説明する。 
・プレリサーチの結果から説明する。 
 
・タブレットを活用しながら練習させる。 
・どうすればできるのか考えながら練習させる。 
・プレリサーチから作成した逆上がりのポイントを使い

ながら考えさせる。 

ま 
と 
め 

○集合・整理運動 
○本時の学習の振返り 
○挨拶・片付け 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 

 

 

図３ 授業で取り扱う予備運動について

63



 

第３時（表７）は，前方支持回転の説明書を作ること

を目標に授業を展開した。まず，第１時に撮影した生徒

の成功例と失敗例の動画をもとに，前方支持回転のポイ

ントを整理し，キーワードとして「軸」「回転の勢い」

「体の捌き」について説明した。なお，説明に使った生

徒の動画については，Google ドライブにアップし，授業

中にも視聴できるようにした。その後，各グループで前

方支持回転のポイントや自分や友達の課題を整理し，

Google のスライドに書き込みながら練習を行った。練習

中の生徒の課題は，失敗例と重複するものがほとんどで

あるため，学習ノートや教師の示範から説明するよりも，

自分や友達の課題に気づきやすくなるという効果がある

と考えられた。また，考える視点を共有し，Google のス

ライドなどを活用することは，グループ活動を活性化す

ることにつながり，それが個別最適な学びや協働的な学

びをそれぞれ充実させることにつながると考えた。しか

し，第３時の授業は，うまくいかなかった。その原因と

して，練習をする時間，話合いをする時間，スライドに

書き込みをする時間をきちんと設定しなかったことだと

考えた。また，タブレットの使い方や，動画の見方，Google

スライドへの入力の仕方を説明しつつ，技を練習する時

間も確保する（運動量を確保する）ということが難しか

った。これらの課題については，この授業の進め方に慣

れていくにしたがって，改善されるものと考えた。 

第４時（表８）は，第３時の反省を踏まえて，グルー

プ内で動画を見る時間，練習をする時間，練習からの気

付きを話し合う時間というように活動内容を明確にしな

がら，第３時の続きを行った。その結果，生徒達は一つ

一つの活動内容を理解して取り組めている様子がみられ

た。動画の撮影及び Google ドライブへのアップロードに

ついては少し時間がかかったが問題なく行うことができ

た。撮影した動画については，Google ドライブにアップ

ロードし，いつでも視聴することができるようにした。

第４時を終えて，少しずつタブレットの扱いにも慣れて

きているとともに運動量も確保しながら活動することが

できてきたと感じられた。 

 

表７ 第３時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備・タブレット準備 
○集合・本時の学習内容について 
・前方支持回転のポイントを整理し，説明書を作る。 

・安全に準備ができているか。 
 
・学習内容について簡潔に説明する。 

展 
開 

○準備運動 
〇予備運動 
・４つの予備運動に取り組む。 
○前方支持回転 
・１限目に撮影した動画を参考にポイントを整理する。 
○前方支持回転の説明書を作る。 
・Google のスライドに書き込みながら練習する。 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・ぶら下がり，逆さ懸垂，足抜き回り，足たたきの４

種類の予備運動に取り組ませる。 
・キーワードとして「軸」「回転の勢い」「体の捌き」

を挙げる。 
・関連する予備運動も考えさせる。 
・気付きを個人ノートに書かせる。 

ま 
と 
め 

○集合・整理運動 
○本時の学習の振返り 
○挨拶・片付け 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 

表８ 第４時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備・タブレット準備 
○集合・本時の学習内容について 
 ・第３時の続きと前方支持回転の動画を撮影する。 

・安全に準備ができているか。 
・前時の振り返りと本時の学習内容について，簡潔に

説明する。 

展 
開 

○準備運動・予備運動 
○グループ内での動画の視聴 
・第１時の動画をみて課題を整理する。 
○前方支持回転 
・関連のある予備運動を考える。動画の撮影を行う。 
○グループ内での話しあい 
・ポイントをまとめスライドに打ち込む。 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・タブレットの操作に困っている所をサポートする。 
・考える視点やポイントについて補足しながら練習に

取り組ませる。 
・関連する予備運動も考えさせる。 
・気付きを個人ノートに書かせる。 
・スライドの打込み画面を全体に見えるようにする。 

ま 
と 
め 

○整理運動 
○本時の学習の振返り 
○挨拶・片付けと動画のアップロード 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 
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第５時（表９）は，後方支持回転の説明書を作ること

を目標に，授業を展開した。まず，第１時に撮影した生

徒の成功例と失敗例の動画をもとに，後方支持回転のポ

イントを整理した。次に，グループ内で自分や友達の課

題を確認しながら後方支持回転の練習を行った。その後，

全体で集合し，「倒れるタイミング」「補助の仕方」「補

助具の使い方」について再度提示し後方支持回転の練習

を行った。また，授業が終わるまでに，後方支持回転の

動画の撮影を行わせた。撮影した動画については，Google

ドライブにアップロードし，いつでも視聴することがで

きるようにした。第５時は，全体を通して，問題なく授

業を進めることができており，生徒たちが，授業の進め

方になれてきた様子がうかがえた。 

第６時（表 10）は，体操服に着替えず，各自１台のコ

ンピューターを使って第２時から第５時の振返りを行っ

た。具体的には，前方支持回転と後方支持回転について，

第１時に撮影した動画と，第４時と第５時に撮影した動

画を比較し，できるようになったことと，今後意識する

ことについて，Google スライドを活用して整理した。授

業中は，パソコンの操作が得意な生徒とそうではない生

徒の差が思ったよりもみられた。また，Google ドライブ

に初めてアクセスする生徒が多くいたため，作業を進め

ていくときに戸惑う生徒も見られた。しかし，授業後に

は，「動画をみることで自分の課題が確認できた。」，

「自分のイメージと実際の動きに違いがあったので動画

を見ることができてよかった。」などの声を聞くことが

できた。第６時の学習は，生徒一人一人が個々の課題を

把握するために必要な時間であり，この時間の学習が個

別最適な学びを充実させるためには重要であると考え

た。なお，授業中に撮影した動画や見本の動画などは，

随時 Google ドライブにアップしており，授業時間以外に

もアクセスできることや，自分や友達の動画をみて授業

に生かすことができるようにしようと生徒に話していた

が，アクセスをしたことがない生徒も多く見られた。共

有ドライブの活用の仕方については，次時以降も話をし

ていく必要性があると感じた。

 

表９ 第５時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備・タブレット準備 
○集合・本時の学習内容について 
・後方支持回転の説明書を作る。 

・安全に準備ができているか。 
・班長・副班長を中心に集合するように指導する。 
・学習内容について簡潔に説明する。 

展 
開 

○準備運動 
○後方支持回転のポイントの確認 
・１限目に撮影した動画を参考にポイントを整理する。 

○後方支持回転の練習 
・関連のある予備運動を考えながら練習する。 
○気付きの共有と補助具の使い方 
・課題と改善方法の確認，補助具と補助の仕方の確認 
・前方支持との共通点と相違点について 
○後方支持回転の練習と動画の撮影 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・成功例と失敗例をもとにポイントを整理する。 
・「勢いの付け方」「倒れ方」「体の捌き」という 
キーワードを使って説明する。 

・キーワードをもとにグループ内での教え合いを促す

よう声かけをする。 
・示範をしながらポイントについて説明する。 
 
・動画撮影がスムーズにできているか。 

ま 
と 
め 

○本時の学習のまとめ・整理運動 
○本時の学習の振返り 
○挨拶・片付けと動画をアップロード 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 

 

表 10 第６時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○パソコンの立ち上げ 
○挨拶・本時の学習内容について 
・前方支持回転と後方支持回転のスライドを作成する。 

・来た人からパソコンを起動させる。 
 
・学習内容について簡潔に説明する。 

展 
開 

○前時までの振り返り 
成果と課題，今後意識することをノートにまとめる。 
○Google スライドを使った振り返り 
・共有ドライブにアクセスし，１限目の動画と２限目以

降の動画をスライドに添付し成果と課題を整理する。 
○前方支持回転と後方支持回転の説明書を作成する。 

・これまでの授業内容について簡潔に説明する。 
 
・操作に困っている生徒を中心にサポートする。 
 
・全体の進捗状況を確認しながら進めていく。 
・技と関連のある予備運動についても考えさせる。 

ま 
と 
め 

○次時以降の流れについて 
・次時からは膝掛け上がりの練習 
○パソコンの電源を切った人から解散 

・簡潔に説明する。 
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第７時（表 11）からは，膝掛け上がりの説明書を作っ

ていくことを目標に，授業を展開した。はじめに，見本

の動画を参考に膝掛け上がりの運動経過には，大きく分

けて前振りから膝を掛けるまでの局面と膝が掛かってか

ら鉄棒の上に上がるまでの局面があることを説明した。

また，技のポイントとして，円運動や軸，鉄棒にかける

脚とかけない脚の使い方について考えていくことを確認

した。そして，第７時は，膝掛け振り上がりを取り上げ，

膝がかかった状態からどのようにして鉄棒の上に上がる

のかを考えながら技の練習を行った。活動をするときに

は，技のポイントに加え，関連がある予備運動やこれま

でに学習した技との共通点について考えさせた。授業の

後半には，各グループで良い成功例と良い失敗例の動画

を撮影し Google ドライブにアップロードさせた。 

第８時（表 12）は，膝掛けあがりを中心課題として授

業を展開した。まず，前時の振り返りとして円運動をキ

ーワードとして挙げ，膝掛け振り上がりのポイントにつ

いて再確認した。また，第７時に撮影した膝掛け振り上

がりの成功例と失敗例の動画をもとに，意識するポイン

トについて整理した。その後，前振りから膝をかけるま

での体の使い方として，振れ戻りの勢いを利用すること

や動作の先取りをしながら膝をかけていくことについて

確認し練習を行った。練習中に気づいた体の使い方のポ

イントやこれまでに学習した技との共通点については

Google のスライドに打ち込みをさせながら活動を行っ

た。生徒たちは，前方支持回転との共通点を挙げたりし

ながら活動していた。生徒が作った説明書については，

後述することとする。

 

表 11 第７時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備・タブレット準備 
○集合・本時の学習内容について 
・膝掛け上がりのポイントを整理し，説明書を作る。 

・安全に準備ができているか。 
・班長・副班長を中心に集合する。 
・学習内容について簡潔に説明する。 

展 
開 

○準備運動 
○膝掛け（振り）上がりのポイントを整理する。 
・見本の動画をもとにポイントを考える。 
・関連のある予備運動について考える。 
○予備運動・膝掛け振り上がりの練習 
・練習に取り組みながらポイントの整理を行う。 
○気付きの共有 
・課題と改善方法の確認 
・前方支持との共通点と相違点について 
○膝掛け振り上がりの練習 
・気付きの共有，動画の撮影を行う。 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・「円運動」「軸」「鉄棒にかける脚」 
「鉄棒にかけない脚」について考えさせる。 

 
・安全に留意して練習ができているか。 
 
・示範をしながら観察する視点やポイントについて 
説明する。 

 
・これまでに練習した技との共通点を考えさせる。 
・成功した動画と成功していない動画を撮影させる。 

ま 
と 
め 

○集合・整理運動 
○本時の学習の振返りとまとめ 
○挨拶・片付け 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 

 

表 12 第８時の授業の概要 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

○鉄棒準備・タブレット準備 
○集合・本時の学習内容について 
・膝掛け上がりに取り組みながら説明書を作る。 

・安全に準備ができているか。 
・班長・副班長を中心に集合する。 
・振り返りと学習内容についての説明を簡潔に行う。 

展 
開 

○準備運動・予備運動 
○膝掛け（振り）上がりのポイントを整理する。 
・第７時の動画をもとに再度確認する。 
・補助の仕方を確認する。 
○膝掛け上がりの練習 
○気付きの共有 
・課題と改善方法の確認 
○膝掛け上がりの練習 
・気付きの共通と動画を撮影しながら練習する。  

・「踏み切りから片膝をかける」「片膝掛け振動」に取

り組ませる。 
・円運動をキーワードとし膝掛け上がりの脚を掛ける

タイミングを考えさせる。 
・安全に留意して練習ができているか。 
・「ふれ戻り」「先取り」をキーワードとして提示する。 
・安全に留意して活動できているか。 
・補助をしながら練習ができているか。 
・気付きを個人ノートに書かせる。 

ま 
と 
め 

○集合・整理運動 
○本時の学習の振返りと本時のまとめ 
○挨拶・片付け 

・伸ばしている部位を意識させる。 
・授業の振返りを簡単に行う。 
・安全に留意して片付けができているか。 
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第９時から第 11 時は，総合練習として，これまでに学

習した技を練習する時間とした。第８時までの学習はグ

ループごとに練習する場所を指定して行っていたが，第

９時からは，グループの枠をなくし，技ごとに練習する

場所を指定して活動を行うこととした。生徒たちは，こ

れまでの学習から個々の課題を把握できている様子が見

られ，初めて見る友達の演技に対してもアドバイスをし

たり，補助をしたりしながら練習する様子がみられた。

前方支持回転，後方支持回転，膝掛け上がり（膝掛け振

り上がり）が新たにできるようになった生徒は動画を撮

影し共有ドライブにアップロードするようにした。また，

鉄棒の発展技として，第 10 時と第 11 時は，学習ノート

の資料を参考に，できる人は連続技に挑戦するようにし

た。第 11 時の最後には，これまでの学習の振り返りとし

て，ポストリサーチを行った。ポストリサーチの結果に

ついては，後述することとする。 

 

４．結果と考察 
４．１．１ 鉄棒への愛好度と技能の習熟について 

 授業後に，ポストリサーチとして，鉄棒への愛好度に

ついて調査し，プレリサーチとの差を比較し，まとめた

ものが表 13 である。表 13 を見ても分かるように，鉄棒

を好意的（とても好き，好き）に捉える生徒が大幅に増

えているとともに，鉄棒を否定的（嫌い，とても嫌い）

に捉えている生徒の人数が減っており，今回の授業の成

果であると考える。なお，プレリサーチとポストリサー

チの調査結果については，対応のある t 検定を行った結

果，有意差がみられた（P<.01）。 

また，ポストリサーチで鉄棒への愛好度を答えた理由

を自由記述し，テキストマイニングツールを使って，出

現頻度順に分析してまとめたものが図４である。鉄棒の

愛好度が高まった一番の要因としては，技ができるよう

になったことであることがわかる。このことから，体育

の授業では，生徒の技能を高め，技ができるようしてい

くことが重要であることを再認識することができた。ま

た，愛好度が高まった他の要因としては，技ができるよ

うになるためのコツがわかるようになることや，自分の 

 

表 13 授業後の鉄棒への愛好度について 

 人数 割 合 
とても好き 15 人(＋10） 19.2%（+13.0%） 
好き 37 人(＋18） 47.4%（+23.0%） 
どちらでもない 13 人(－23） 16.7%（-29.5%） 
嫌い 11 人(＋４） 14.1%（ +5.1%） 
とても嫌い ２人(－９） 2.6%（-11.5%） 

合 計 78 人 100.0％ 

※（ ）内は，授業前の鉄棒への愛好度との差を示す。 

上達を実感できるようにすること，友達と協力して練習

する中で技が成功し達成感を味わうことなどがあること

がわかる。生徒一人一人が技のポイントやコツを理解す

る中で個別最適な学びを充実させるとともに，友達と協

力しながら練習する中で協働的な学びを充実させたこと

が，鉄棒運動の愛好度を高めることにつながっているこ

とから，今回の授業の成果であると考える。 

 

 

図４ 鉄棒の愛好度を答えた理由（ポストリサーチ） 

 

 技能の習熟については，前方支持回転と後方支持回転，

膝掛け（振り）上がりの３つの技について分析すること

とした。表 14 をみると，前方支持回転と後方支持回転の

いずれの技についても，できるようになった生徒が増加

していることがわかる。また，表 15 からをみると，約８

割の生徒は膝掛け上がりか膝掛け振り上がりのどちらか

の技ができるようになっており，授業を通じて技能が向

上したことがわかる。 

 

表 14 前方支持回転と後方支持回転の技能の習熟 

  前方支持回転 後方支持回転 

人数 割合 人数 割合 

できる 
40 人 

（+27） 

51.3% 

(+34.6%) 

42 人 

（+21） 

53.8% 

(+26.9%) 

あと少しで 

できる 

24 人 

（+４） 

30.8% 

(+ 5.2%) 

９人 

（-３） 

11.5% 

(- 3.9%) 

できない 
14 人 

（-31） 

17.9% 

(-30.2%) 

27 人 

（-18） 

34.6% 

(-23.1%) 

合計 78 人 100.0% 78 人 100.0% 

※（ ）内は第１時の技能の状態との差を示している。 

 

表 15 膝掛け（振り）上がりの技能の習熟状況 

 人数 割合 

膝掛け上がりができる 37 人 47.4% 

膝掛け振り上がりができる 27 人 34.6% 

できない 14 人 17.9% 

合 計 78 人 100.0% 
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一方で，前方支持回転ができない生徒は 17.9％，後方

支持回転ができない生徒は 34.6％，膝掛け（振り）上が

りができない生徒は 17.9％いるという課題が残った。技

ができなくても，鉄棒への愛好度が上がっていた生徒も

多くみられ，このことは今回の授業の成果といえる。し

かし，一人でも多くの生徒が技をできるようになるため

に，単元の構成や授業展開の仕方を考えていくことで，

より良い授業につながっていくのではないかと考える。

一人でも技ができるようになるための授業の在り方につ

いては，今後の課題として取り組んでいくこととする。 

 

４．１．２ 授業中の成果物及びポストリサーチから 

 先述したが，第６時は，技の練習などの活動を行わず

に，Google スライドを使って，第２時から第５時までの

学習を振り返る時間とし，前方支持回転と後方支持回転

について，技のポイントや個々の課題を整理する時間と

した。具体的には，第１時に撮影した動画と第２時から

第５時の時間に撮影した個々の動画を比較して，自分の

課題やできるようになったこと，今後意識した方がよい

ことについてまとめることとした。図５は生徒の成果物

の１つである。 

 

 
図５ 第６時に生徒が作成したスライド（一部抜粋） 

 

自分の演技について客観的にみることができるととも

に，動画はスロー再生で視聴することもできるため，課

題やできるようになったことを把握することに役立ち，

次の時間から意識することについても整理することがで

きたようである。また，余った時間には，見本の動画を

見たり，友達の動画を見てアドバイスをしあったりする

ように指示をした。実技を行わずに，これまでの学習を

整理する時間を設けることは，一見もったいないように

も感じていたが，この時間を設けることで，自分や友達

の課題や意識する体の使い方の理解を深めることにつな

がったと感じている。また，第６時に生徒が作成したス

ライドを教師が確認することは個に応じた指導の充実に

つながるとともに，個々の生徒においても第 7 時以降の

学習において，個別最適な学びや協働的な学びを充実さ

せることにつながったのではないかと感じている。 

図６は，第７時と第８時にかけて生徒たちが Google ス

ライドの共同編集で作成した膝掛け上がりの説明書であ

る。前方支持回転と後方支持回転についても同様に説明

書を作成したが，生徒全員で説明書を作成することで技

ができる生徒も技ができない生徒も体の使い方や意識す

ることを共有することができた。また，これまでに学習

した技との共通点として，膝掛け上がりと前方支持回転

は「手首の使い方と同じ」や「上体を上げるときの体の

使い方が同じ」といった内容が書かれており，共通する

体の使い方についても考えながら練習したことがうかが

える。このような学習形態をとったことも，個別最適な

学びや協働的な学びを充実させることにつながったので

はないかと考える。 

 

 
図６ 膝掛け上がりの説明書 

  

 次に，授業終了後に行ったポストリサーチの結果から

ICT を活用した効果について検証することとする。 

表 16 は，「Google ドライブを活用したり，タブレット

で動画を撮影しながら授業を行ったことはどうでした

か。」という質問に対して，５段階で答えてもらったも

のをまとめたものである。とてもよかったと答えた生徒

が 32 人（41.0％），よかったと答えた生徒が 34 人（43.6

％）であり，ほとんどの生徒が Google ドライブやタブレ

ットを活用しながら授業を展開したことを好意的に捉え

ていたことがわかる。また，その理由を自由記述しても

らい，テキストマイニングツールを使って，出現頻度順 

 

表 16 Google ドライブ，タブレットの活用に対して 

 人数 割合 

とてもよかった 32 人 41.0% 

よかった 34 人 43.6% 

どちらでもない 12 人 15.4% 

あまりよくなかった ０人 0.0% 

よくなかった ０人 0.0% 

合 計 78 人 100.0% 
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に分析してまとめたものが図７-１，共起されたキーワー

ドを分析してまとめたものが図７-２である。なお，共起

されたキーワードは，出現数の多い語ほど大きく描画さ

れ，共起の程度が強いほど太い線で描画されている。 

 図７-１をみると，Google ドライブやタブレットを活

用することは，技ができるようなることにつながってい

ることがわかる。また，客観的に自分や友達の動きをみ

たり，お手本（見本）の動画をみたりすることで技のポ

イントを発見したりアドバイスをすることにつながって

いることもわかる。 

図７-２をみると，動画を見ることと技ができるように

なることには大きな関連があることがわかる。また，

Google ドライブやタブレットを活用し，スローで再生で

きるようにしながら，自分や友達の映像を客観的に見る

ことができるようにしたことが，技のポイントやコツを

共有したり，技能の上達につながっていたりすることが

わかる。生徒自身が自己の課題を明確にしたり，教師が

個々の生徒の課題を把握したりすることは，学習の個性

化や指導の個別化を図るために必要なことである。そし

て，それらは個別最適な学びを充実させることにつなが

っており。今回の授業の大きな成果と考える。また，

Google ドライブやタブレットの活用から，友達の課題を

発見したり，アドバイスをする視点を得られたことは，

友達と関わりあい，教え合いや学び合いを活性化するこ

とにつながっており，ICT を活用することが協働的な学

びの充実にも効果的であったと考える。これらを踏まえ

ると，ICT を活用しながら，個別最適な学びを充実させ

ることが，協働的な学びを充実させることにつながって

いると考える。こうした整理ができたことも今回の授業

の成果と考える。 

図８は，鉄棒の授業の感想を自由記述してもらい，テ

キストマイニングツールを使って，出現頻度順に分析し

てまとめたものである。生徒たちは，今回の授業を通し

てタブレットを活用してアドバイスしたり，考えたりし

ながら活動し，技ができるうれしさを味わいながら，鉄

棒を楽しんでくれたようである。 

 

図７-１ Google ドライブ，タブレット ICT の活用について 図８ 鉄棒の授業の感想 

 

 
図７-２  Google ドライブやタブレットの活用について 
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表 17 は，授業外の時間に Google ドライブにアクセス

したかどうかをポストリサーチで調査してまとめたもの

である。授業外の時間にアクセスした人は 18 人（23.1

％）しかいないことがわかる。先述したように Google ド

ライブを活用することは，個別最適な学びや協働的な学

びの充実につながることから，授業外の時間にも活用で

きるような仕組みについて考えていく必要がある。 

  

表 17 授業外の時に Google ドライブにアクセスした人 

 人数 割合 

アクセスした 18 人 23.1% 

アクセスしていない 60 人 76.9% 

合  計 78 人 100.0% 

 

５．まとめと今後の課題 
 今回の実証的授業では，個別最適な学びと協働的な学

びの充実を図ることで，鉄棒が得意な生徒も得意ではな

い生徒も鉄棒運動を楽しむことができる授業をめざし

た。そのために，Google ドライブやタブレットなどの ICT

を活用し，単元の構成や授業展開を工夫することで指導

の個性化や学習の個別化を図りながら授業を展開した。

生徒たちは，授業をおえて，鉄棒の技能が高まるととも

に鉄棒への愛好度も高まった。また，ICT の活用は，個々

の課題の把握や技のポイントの理解を深めたり，教師が

生徒の課題を把握したりすることに効果的であり，それ

らが学習の個性化や指導の個別化につながり，個別最適

な学びを充実させることができることがわかった。また，

個別最適な学びを充実させることで，生徒同士が関わり

あい，教え合い学び合いが活性化され協働的な学びを充

実させることにつながることもわかった。一方で，課題

としては鉄棒の技ができるようになる経験を味わうこと

ができない生徒ほど，授業を終えても鉄棒運動の愛好度

が低いままであることがわかった。単元の構成や授業展

開を工夫する中で，生徒の技能を向上させることができ

る授業の在り方について，今後も検討していきたい。ま

た，Google ドライブやタブレットなどの ICT を活用する

ことの効果は確認することができたが，50 分という授業

の中では，生徒が Google や関連するアプリやタブレット

の操作に慣れるのに時間がかかったり，ICT を活用する

時間を確保することで運動量の確保が難しかったりする

などの課題があった。ICT の活用の仕方については，取

り扱う単元や学習内容，１時間毎の授業展開の仕方や指

導の順序，活用するアプリの精選などについて検討して

いく必要がある。今後は，鉄棒運動以外の単元において

も個別最適な学びと協働的な学びの充実を図る授業の在

り方や ICT の活用の仕方について研究していきたい。 
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